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平成26年度 郷土館移動展

　初夏からぐずぐずと雨が続き冷
夏かと思うと、急に暑い日がやっ
てくるなど、不思議な夏でした。
そのせいか、今年は花の咲き方も
虫の出方もまちまちですが、例
年この季節はスズメバチが多いの
で、ご注意ください。　　　　（辻）

大川のほとり
−郷土館だより（第63号）−

☎487-2332
開館時間

午前9時30分〜午後4時30分

　

明
治
18
年
標
茶
市
街
に
設
置
さ
れ
た
釧
路
集
治
監
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
罪
に
よ
り

収
監
さ
れ
た
囚
人
た
ち
や
幕
末
の
動
乱
を
経
て
こ
の
集
治
監
に
勤
務
し
た
職
員
た
ち
の

人
生
を
伝
記
に
近
い
形
で
取
り
上
げ
た
釧
路
集
治
監
人
物
伝
は
、
今
回
で
最
終
話
と
な

り
ま
す
。

　

最
終
話
を
飾
る
の
は
釧
路
集
治
監
に
看
守
長
・
書
記
と
し
て
勤
務
し
、
後
に
大
成
し

て
網
走
監
獄
長
と
な
っ
た
有
馬
四
郎
助
で
す
。
四
郎
助
は
、
釧
路
集
治
監
在
監
時
に
周

辺
の
人
々
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
監
獄
長
と
な
っ
て
か
ら
は
懲
罰
主
義
的
な
監
獄

か
ら
温
情
主
義
的
な
監
獄
へ
改
良
を
行
い
、
出
所
し
た
人
へ
の
更
生
保
護
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
愛
情
溢
れ
る
人
物
と
功
績
か
ら
「
愛
の
典
獄
」
と
呼
ば
れ
、
我
が
国
の
更
生

保
護
史
に
足
跡
を
残
し
た
人
物
で
す
。

　

有
馬
四
郎
助
は
益ま
す

満み
つ

喜き

藤と
う

太た

の
四

男
と
し
て
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
下

荒
田
町
に
て
江
戸
末
期
の
文
久
４
年

（
１
８
６
４
年
）
２
月
２
日
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
益
満
家
は
代
々
鍛
冶
業
を
営

ん
で
い
る
家
柄
で
、
職
人
や
徒
弟
を
抱

え
、
薩
摩
藩
に
関
係
す
る
御
家
人
と
の

関
わ
り
も
深
く
も
っ
て
お
り
、
そ
の
功

績
に
よ
り
士
分
（
武
士
階
級
）
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
四
郎
助
が
４
歳
の
時
に
明
治
元
年
と
な
り
、
翌
２
年
に
士
族
の
有
馬
平

八
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
四
郎
助
は
こ
の
時
よ
り
有
馬
姓
を
名
乗
る
事
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
有
馬
家
に
引
き
取
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
以
降
も
実
家
益
満
家
で
生
活

し
た
こ
と
か
ら
、
戸
籍
上
の
養
子
縁
組
で
し
た
。

　

こ
れ
は
明
治
期
の
新
た
な
戸
籍
法
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
戸
籍
法
が
明
治
４

年
に
施
行
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
身
分
制
度
が
廃
止
さ
れ
四
民
平
等
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
支
配
階
級
で
あ
っ
た
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
皇
族
、
華
族
、
士
族
の
称
号
を

　現代の私たちの暮らしは、雑
草が伸びてくれば草刈り、虫が
出てくれば駆除など、自然に興
味を持つ前に、まず距離を置い
てしまいがちです。
　しかし、植物や虫をよく調べ
ていくと、生き物に含まれる成
分や体のつくりには、驚くべき
秘密が隠されており、現在は、
それを使った撥水スプレーやスポーツ飲料などが開発されています。
　今回の展示では、自然は私たちの暮らしに役立つ大発見を秘めて
いることをテーマに、生き物から学んだ技術を紹介します。

◇９～10月の展示会場
　各会場の最終日の展示は正午までとなっています。これ以後の展
示会場は広報しべちゃ10月号で掲載する予定です。
◦９月19日㈮～26日㈮　　　阿歴内公民館
◦９月29日㈪～10月３日㈮　茶安別農村環境改善センター
◦10月６日㈪～10日㈮　　　虹別酪農センター
◦10月14日㈫～22日㈬　　　磯分内酪農センター
◦10月23日㈭～30日㈭　　　図書館

「自然の中から大発見！
生き物から学んだワザとチカラ」
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郎
助  

有 馬 四郎助
『人物叢書　有馬四郎助』より引用

昨年の移動展の様子
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得
て
戸
籍
に
明
記
さ
れ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て

い
た
当
時
、
こ
の
称
号
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
大
き
く
影
響
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
士
族
生
ま

れ
で
あ
っ
て
も
家
督
を
相
続
す
る
長

男
以
外
は
平
民
と
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
次
男
三
男
な
ど
、
形
の
上

で
家
督
相
続
人
の
な
い
士
族
へ
の
養

子
に
出
す
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
他
家
の
家
を
継
ぐ
こ
と

で
、
士
族
の
称
号
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
四
郎
助
の
将
来
を
考

え
た
と
き
、
士
族
で
あ
っ
た
方
が
何

か
と
有
利
に
働
く
と
い
う
親
心
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ

の
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
に
起
因
す

る
称
号
は
、
昭
和
22
年
の
日
本
国
憲

法
が
発
布
さ
れ
た
と
き
、
皇
族
以
外
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
郎
助
の
養
子
縁
組
か
ら
３
年
後
、
父
喜
藤
太
が
病
没
。
こ
こ
か
ら
益
満
家
は
困
難

な
時
期
を
迎
え
ま
す
。
益
満
家
の
家
業
は
次
男
圭
治
が
継
ぎ
ま
し
た
が
ま
だ
若
く
、
母

タ
メ
と
兄
弟
姉
妹
達
は
父
の
遺
し
た
わ
ず
か
な
遺
産
を
頼
り
に
生
活
し
苦
労
を
重
ね
ま

し
た
。
明
治
10
年
に
西
南
戦
争
が
起
こ
る
と
病
気
の
次
男
圭
治
を
残
し
て
、
長
男
兼
吉

と
三
男
矢
ノ
助
は
賊
軍
と
な
っ
た
西
郷
隆
盛
率
い
る
薩
摩
軍
に
加
担
。
明
治
政
府
軍
と

の
戦
い
で
戦
死
し
ま
す
。
こ
の
時
四
郎
助
は
13
歳
。
鹿
児
島
県
立
師
範
学
校
付
属
小
学

校
高
等
科
に
在
学
中
で
し
た
。

　

２
年
後
、
四
郎
助
は
抜
群
の
成
績
で
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
母
校
鹿

児
島
県
立
師
範
学
校
付
属
小
学
校
の
訓く
ん

導ど
う

補ほ

助じ
ょ

に
な
り
ま
す
。
訓
導
補
助
と
は
、
卒
業

生
の
中
で
も
特
に
優
秀
な
者
を
採
用
し
臨
時
教
員
と
す
る
事
で
、
四
郎
助
の
就
い
た
師

範
学
校
付
属
小
の
訓
導
補
助
は
、
家
柄
や
家
庭
教
育
な
ど
も
審
査
さ
れ
る
狭
き
門
で
し

た
。
こ
の
事
か
ら
四
郎
助
が
生
ま
れ
の
は
っ
き
り
と
し
た
家
に
育
ち
、
す
で
に
相
当
優

秀
な
生
徒
で
あ
っ
た
事
が
伺
え
ま
す
。
そ
し
て
四
郎
助
は
教
師
と
な
り
、
家
計
を
支
え

始
め
ま
し
た
。	

（
中
編
に
続
く
）

　郷土館の脇の草む
らに丸いかたまりが
あちこちに落ちてい
ます。色も大きさも
ジャガイモそっく
り。誰かがイモを落
としていったので
しょうか⋯？

　

　これはマクキヌガ
サタケというキノコ
の一種。ジャガイモ
のような殻からキノ
コが出てきます。

　図鑑によればこのキノコは食べられるとあります
が、堆肥みたいなすごい悪臭がするので、あえて食
べようとは思わないキノコです。

　郷土館には、本町の開拓を支えたさまざまな道具
が保管されています。
　例えば「窓鋸」という道具には、刃の目詰まりを
防ぐための窓（くぼみ）が備えられ、効率よく切る
ことができる構造で作られています。これは本町で
農業を始めるうえで、不可欠だった伐木作業をより
効率よく進めるための、先人たちの工夫でした。先
人と深い関わりを持ってきた道具たちは、今も開拓
時代を現在に伝えています。

　郷土館に職業体験のために来た小渡さんに、郷土館で最も印
象に残った資料を紹介してもらいました。

「郷土館に展示されている窓
まど

鋸
のこ

の魅力」
北海道標茶高等学校　小渡　拓

これ、な〜んだ？
職業体験からこんにちは!郷土館ミニだより

少年時代の四郎助　『釧路集治監に勤務した人々』より引用

有馬四郎助
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窓　　鋸
　入植した農家の必須道具。町内で数多く使われ、郷土館
には40点ほどが保管されています。


